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注
文
・中
古
住
宅
に
も
資
本
力
生
か
す

住
友
不
動
産
第
十
次
中
期
経
営
計
画

住
友
不
動
産

（東
京
都
、
仁
島
浩
順
社
長
）
は
、
第
十
次
中
期
経
営
計
画

（２
０
２
６
年
３
月
期
～
２８
年
３
月
期
）
を
策
定
し
た
。
長
期
的
目
標
と
し

て
今
後
１０
年
以
内
で
の
経
常
利
益
４
０
０
０
億
円
超
を
目
指
し
、
持
続
的
成

長
を
３
年
間
継
続
さ
せ
る
。

事
業
部
門
別
の
見
通
し

と
し
て
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

関
連
及
び
賃
貸
マ
ン
シ
ョ

ン
関
連
で
は
需
給
の
引
き

締
ま
り
な
ど
を
背
景
と
し

た
賃
料
の
値
上
げ
を
見
込

む
。分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
は
販

売
が
順
調
な
た
め
、
販
売

量
追
求
で
は
な
く
高
水
準

の
利
益
維
持
に
努
め
る
。

新
中
計
に
計
上
す
る
物
件

は
す
べ
て
着
工
済
み
で
、

工
事
費
上
昇
の
影
響
は
中

計
に
織
り
込
み
済
み
。

新
築
そ
っ
く
り
さ
ん
事

業
と
注
文
住
宅
事
業
を
統

合
し
て
設
立
し
た
グ
ル
ー

プ
会
社
の
住
友
不
動
産
ハ

ウ
ジ
ン
グ
で
は
、
個
人
向

け
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
住
宅

で
の
存
在
感
を
高
め
つ

つ
、
協
力
施
工
業
者
に
対

し
て
安
定
発
注
を
続
け
、

相
互
利
益
に
つ
な
げ
る
。

　

同
じ
く
グ
ル
ー
プ
会
社

の
住
友
不
動
産
ス
テ
ッ
プ

は
、
個
人
向
け
中
古
住
宅

流
通
分
野
に
事
業
を
集
中

し
、
仲
介
業
務
の
専
門
性

を
高
め
る
。

投
資
計
画
で
は
、
主
に

東
京
と
イ
ン
ド
・
ム
ン
バ

イ
へ
の
投
資
を
強
化
、
そ

れ
ぞ
れ
で
希
少
性
の
高
い

「プ
ラ
イ
ム
資
産
」
の
積

み
上
げ
を
加
速
さ
せ
る
。

東
京
と
ム
ン
バ
イ
で
、
今

後
１０
年
で
２
兆
５
０
０
０

億
円
の
追
加
投
資
を
見
込

む
。
一方
で
、
株
式
売
却

や
一
部
固
定
資
産
の
活
用

に
よ
り
、

「プ
ラ
イ
ム
資

産
」
以
外
の
資
産
を
整
理

し
、
資
産
効
率
向
上
に
努

め
る
。

こ
の
ほ
か
、
人
的
資
本

投
資
で
は
多
様
性
の
高
い

人
材
確
保
、
管
理
職
に
占

め
る
女
性
比
率
の
向
上
、

従
業
員
の
モ
ラ
ル
ア
ッ
プ

等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

こ
う
し
た
各
種
戦
略
を

推
進
し
、
新
中
計
期
間
の

３
カ
年
累
計
で
経
常
利
益

９
０
０
０
億
円
、
当
期
純

利
益
６
５
０
０
億
円
を
目

指
す
。
ま
た
２５
年
３
月
期

も
最
高
益
を
更
新
予
定

で
、
そ
う
な
れ
ば
１２
期
連

続
の
最
高
益
更
新
と
な

る
。こ
れ
を
受
け
、新
中
計

３
カ
年
も
連
続
で
最
高
益

更
新
を
目
指
し
て
い
く
。

噴

　

価
　
　加賀木材・ＮＯＴＯＨ１ＢＡＫＡＲＡ

産地と生活者のつながり評価

　

加
賀
木
材
（石
川
県
金

沢
市
、
増
江
世
圭
社
長
）

が
製
造
し
て
い
る

「Ｎ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
Ｈ
工
Ｂ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ

　

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ウ
オ

表彰状を受け節又った増タエネ吐長
（２王）と塙事工華希世同ネ±郭噂テテ会員

ー
タ
ー
」
が
、
ソ
ー
シ
ヤ

ル
プ
ロ
ダ
ク
ツ
・
ア
ワ
ー

ド

（Ｓ
Ｐ
Ａ
）
２
０
２
５

の
年
度
テ
ー
マ
の
環
境
大

臣
特
別
賞
に
選
ば
れ
た
。

Ｓ
Ｐ
Ａ
は
、
持
続
可
能

な
社
会
の
実
現
に
つ
な
が

る

「ソ
ー
シ
ャ
ル
プ
ロ
ダ

ク
ツ
」
に
焦
点
を
当
て
、

社
会
性
と
商
品
性
の
両
面

を
評
価
す
る
制
度
。
対
象

は
生
活
者
が
購
入
可
能
な

も
の
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
食
品
や
住
宅
、
金
融

商
品
に
至
る
ま
で
幅
広
い

ジ
ャ
ン
ル
が
含
ま
れ
る
。

２
０
１
２
年
度
か
ら
姶
ま

り
、
今
回
で
１２
回
目
。
毎

年
、
自
由
テ
ー
マ
と
年
度

テ
ー
マ
の
２
部
門
が
あ

り
、
今
回
の
年
度
テ
ー
マ

は
「令
和
６
年
度
能
登
半

島
地
震
か
ら
の
震
災
復
興

に
つ
な
が
る
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
」
だ
っ
た
。

同
社
の
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
、
能
登

ヒ
バ
の
端
材

や
枝
打
ち
の

葉
を
自
社
工

湯
で
蒸
留
し

て
製
造
し
て

い
る
。
天
然

成
分
１
０
０

％
で
、
除
菌

や
除
ウ
イ
ル

ス
、
消
臭
、

リ
ラ
ッ
ク
ス

と
い
っ
た
効
果
が
あ
る
。

能
登
半
島
の
資
源
で
あ
る

能
登
ヒ
バ
を
余
す
所
な
く

活
用
し
、
山
へ
の
恩
返
し

を
理
念
と
し
な
が
ら
、
山

や
林
業
と
生
活
者
が
つ
な

が
る
機
会
を
作
っ
て
い
る

な
ど
の
点
が
評
価
さ
れ
、

今
回
の
受
賞
に
至
っ
た
。

　

３
月
２６
日
に
東
京
都
内

で
開
か
れ
た
授
賞
式
で
登

壇
し
た
増
江
社
長
は
、
山

へ
の
恩
返
し
の
た
め
に
木

材
の
高
付
加
価
値
化
を
目

指
し
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
開
発
し
、
出
た
利
益
の

一部
を
山
に
還
元
す
る
こ

と
で
、
山
林
を
次
世
代
に

つ
な
げ
て
い
く
と
い
っ
た

Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｈ
工
Ｂ
Ａ
Ｋ
Ａ

Ｒ
Ａ
の
理
念
を
紹
介
し

た
。そ
の
う
え
で
「こ
う
し

た
事
業
を
地
方
創
生
の
モ

デ
ル
と
し
、
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
に
貢
献
し
た

い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

に
帰
属
す
る
当
期
純
利
益

計
上
等
が
要
因
。
上
方
修

正
後
の
業
績
見
通
し
は
、

売
上
高
１
兆
３
１
０
０
億

円

（同
１
０
０
億
円
増
）、

経
常
利
益
１
３
７
５
億
円

（同
１
４
５
億
円
増
）
、

当
期
純
利
益
１
０
０
０
億

円

（同
１
８
０
億
円
増
）。

　　

　

　　　　　　

　　
　

幼

朴
ペ
ー
ン
は
国
上

　　
　　

　

　　　　　　

月
３１
日
か
ら
で
、
添
付
書

類
の
登
録
は
４
月
１４
日
か

ら
。戸
別
と
は
、戸
建
て
既

存
住
宅
や
集
合
住
宅
の
１

戸
ご
と
を
対
象
と
す
る
。

　

共
同
住
宅
を
対
象
と
し

た
一
括
の
既
存
リ
フ
ォ
ー

ム
の
受
付
は
５
月
中
旬
か

ら
と
な
る
。
一
括
申
請
は
、

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
各
戸

で
同
じ
リ
フ
ォ
ー
ム
を
す

る
場
合
、
手
続
き
の
手
間

を
緩
和
で
き
る
ｂ

　

新
築
住
宅
の
建
設
・
購

入
は
、
注
文
住
宅
が
５
月

中
旬
か
ら
、
分
譲
住
宅
が

同
下
旬
か
ら
、
賃
貸
住
宅

が
６
月
下
旬
か
ら
。
確
定

し
た
日
時
は
今
月
中
旬
に

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ホ
Ｔ
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
予
定
。

　

申
請
可
能
時
期
は
、
既

存
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
が
工

事
完
了
後
、
新
築
住
宅
の

建
設
・購
入
が
補
助
額
以

上
の
工
事
出
来
高
に
達
し

た
後
か
ら
と
な
る
。

申
請
可
能
時
期
の
前
で

も
、
予
約
に
よ
り
補
助
金

予
算
の
一
定
期
間
の
確
保

が
で
き
る
。
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Ｍ
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ｎ
ｇ
部
門
ブ
ラ
ン
ド

＆
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Ｍ
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ｉ
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Ｘ
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ｉ
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ダ
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ト
ー
マ

ス
・
シ
ャ
ク
ナ
ー
▽
ビ
ル

部
門
管
掌
を
解
く

　

常
務

Ｌ
Ｈ
Ｔ
営
業
本
部
本
部
長

田
ロ
和
敏
▽
常
務
Ｌ
Ｈ
Ｔ

ビ
ル
事
業
部
事
業
部
長
佐

藤
秀
和
▽
同
Ｌ
Ｈ
Ｔ
エ
ク

ス
テ
リ
ア
事
業
部
事
業
部

長
大
沼
剛
▽
Ｌ
Ｈ
Ｔ
丸
喜

運
輸
社
長
（Ｌ
Ｈ
Ｔ
生
産

本
部
物
流
部
部
長
兼
Ｌ
工

Ｘ
Ｉ
Ｌ
物
流
Ｌ
Ｈ
Ｔ
運
営

部
部
長
）
村
松
幹
夫

１６
～
１８
日
、大
阪
で

バ
リ
ア
フ
リ
ー
展

　

大
阪
府
社
会
福
祉
協
議

会
、テ
レ
ビ
大
阪
、テ
レ
ビ

大
阪
エ
ク
ス
プ
ロ
は
１６
～

１８
日
の
３
日
間
、
イ
ン
テ

ッ
ク
ス
大
阪
で
バ
リ
ア
フ

リ
ー
２
０
２
５
（第
３１
回

高
齢
者
・障
が
い
者
の

快
適
な
生
活
を
提
案
す
る

総
合
福
祉
展
）
を
開
く
。

期
間
中
は
、
出
展
企
業

・団
体
が
「福
祉
を
デ
ザ

イ
ン
す
る
」「建
築
設
備
」

「健
康
経
営
サ
ポ
ー
ト
」

な
ど
の
ゾ
ー
ン
に
分
か
れ

て
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
展

示
・
紹
介
。
木
材
・
建
材

業
界
か
ら
は
マ
ツ
六
（大

阪
市
）
や
シ
モ
ヤ
マ
（同
）

な
ど
が
参
加
す
る
。

　

時
間
は
午
前
１０
時
～
午

後
５
時
（１８
日
は
午
後
４

時
ま
で
）。入
場
無
料
（入

場
登
録
制
）
。
会
場
で
は

「防
犯
防
災
総
合
展
２
０

２
５
」
も
併
催
さ
れ
る
。

２０２５年（令和７年）４月３日

　

木曜日

脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
す
流
れ
の
な
か
、

木
材
の
持
つ
固
定
機
能
が
注
目
さ
れ
、
木
材
利
用

が
拡
大
し
て
い
る
。こ
れ
に
呼
応
し
て
、木
材
が
心

身
に
及
ぼ
す
影
響
、
特
に
健
康
効
果
が
科
学
的
に

明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
森
林
浴
を
は
じ
め
と
す

る
自
然
セ
ラ
ピ
ー
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
宮
崎

良
文
千
葉
大
学
環
境
健
康
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン

タ
ー
名
誉
教
授
・
医
学
博
士
は
、今
後
、こ
う
し
た

健
康
効
果
を
政
策
や
建
築
に
組
み
込
ん
だ
展
開
が

必
要
だ
と
提
言
す
る
。宮
崎
名
誉
教
授
に
聞
い
た
。

館黙止の関係室賄え陀建築に期待

　
　
　　

森
林
や
木
材
が
ス
ト
レ

ス
軽
減
な
ど
身
体
に
好
影

響
を
与
え
る
こ
と
、
ま
た

そ
れ
が
予
防
医
学
に
つ
な

が
り
、
将
来
的
に
は
医
療

費
の
抑
制
に
貢
献
可
能
で

あ
る
こ
と
が
デ
ー
タ
的
に

裏
打
ち
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
今
後

は
多
角
的
な
視
野
か
ら
の

木
材
と
健
康
＼政
策
に
落
と
し
込
ん
だ
展
開
を

横
展
開
が
必
要
に
な
る
。

例
え
ば
木
材
学
や
建
築
学

は

材
料
″
の
世
界
だ
が

人
″
の
視
野
を
取
り
入

れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

「人

と
の
関
係
」
を
重
視
し
、

医
学
と
の
連
携
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。

　

奇
麗
な
家
を
建
て
た

ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
″

だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
思
い

込
み
か
も
し
れ
な
い
。
こ

こ
で

クサ
イ
エ
ン
ス
″
、

つ
ま
り
、
科
学
的
な
エ
ビ

デ
ン
ス
が
重
要
に
な
る
。

そ
し
て
そ
れ
に
は
ま
ず
、

実
験
を
し
て
み
る
。
実
験

に
基
づ
く
ス
ト
レ
ス
軽
減

効
果
を
成
功
事
例
と
し
て

蓄
積
し
、
広
げ
て
い
く
。

だ
が
こ
れ
に
は
、
個
人
差

が
大
き
い
と
い
う
難
問
が

立
ち
は
だ
か
る
。

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
き
ち
ん
と
実
験
し
た

う
え
で
個
人
差
を
見
極
め

る
必
要
が
あ
る
が
、
作
る

側
か
ら
す
る
と
１
０
０
人

１
０
０
通
り
に
対
応
す
る

こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

　

だ
が
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に

基
づ
い
た
平
均
値
を
基
準

と
し
て
、
そ
こ
か
ら
個
人

差
に
広
げ
て
い
く
こ
と
は

可
能
だ
と
考
え
て
い
る
。

利
用
者
サ
イ
ド
の
好
み
を

抽
出
し
た
り
、
好
み
を
細

分
化
し
た
り
す
る
だ
け
で

も
対
応
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
。
利
用
者
の
身
体
状

態
を
生
理
的
に
計
測
し
、

そ
れ
に
基
づ
い
た
利
用
を

提
案
す
る
と
い
う
ア
イ
デ

ア
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

エ
ビ
デ
ン
ス
の
蓄
積
が

重
要
と
な
る
な
か
、
研
究

を

「報
告
書
」
で
は
な

く
、

「論
文
」
と
し
て
ま

と
め
る
こ
と
が
必
須
だ
。

世
界
的
に
は
「論
文
」
で

な
け
れ
ば
、
エ
ビ
デ
ン
ス

と
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら

だ
。社

会
へ
の
還
元
に
関
し

て
は
、
産
官
学
の
連
携
が

今
以
上
に
重
要
と
な
る
だ

ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
う
し

た
ス
ト
レ
ス
軽
減
に
関
す

る
エ
ビ
デ
ン
ス
を
経
済
的

価
値
と
し
て
数
値
化
で
き

れ
ば
、
政
策
化
が
可
能
と

な
る
。
今
後
は
、

「医
学

的
エ
ビ
デ
ン
ス
・
経
済
的

価
値
．
政
策
化
」
と
い
う

流
れ
を
基
軸
に
、
森
林
・

木
材
が
正
当
に
評
価
さ
れ

る
道
を
模
索
し
た
い
。

都
市
部
戸
建
て
好
調
で

業
績
予
想
上
方
修
正

　

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
グ
ル
ー
プ

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
グ
ル

ー
プ
（東
京
都
、
荒
井
正

昭
社
長
）
は
２
０
２
５
年

９
月
期
中
間
の
連
結
業
績

予
想
を
上
方
修
正
し
た
。

併
せ
て
、
同
期
通
期
業
績

予
想
も
上
方
修
正
し
た
。

中
間
業
績
の
上
方
修
正

は
、
戸
建
関
連
事
業
に
お

い
て
首
都
圏
を
中
心
に
都

市
部
の
需
要
が
安
定
し
て

い
た
こ
と
が
主
な
要
因
。

　

修
正
後
の
業
績
見
通
し

は
売
上
高
６
３
６
７
億
円

（当
初
予
想
比
２
２
９
億

円
増
）
、
経
常
利
益
７
１

０
億
円
（同
１
２
８
億
円

増
）
、
当
期
純
利
益
４
６

５
億
円

（同
８４
億
円
増
）。

通
期
業
績
の
上
方
修
正

に
つ
い
て
は
、
中
間
業
績

が
好
調
だ
っ
た
こ
と
に
加

え
、
プ
レ
サ
ン
ス
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
完
全
子
会

社
化
に
伴
う
親
会
社
株
主
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